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参考：信用スコアについて
• 目的とその効果をどう捉えるか

– 従来の尺度では信用力の弱い個人（若者、外国人、低所得者、フリーランス等）
を多角的に評価しエンパワーすることが可能

– マナー向上など社会を方向付ける効果が（社会統制の可能性も）ある
– 信用スコアが複数活用され、多様な情報源や評価軸で算出する方向に向かうので
あれば、多様な人材の活躍機会を作るかもしれない

• ビジネスへの貢献
– パーソナルデータの時限的な、抽象化した利用として注目
– シェアリングなど人が介在する新興サービスの社会基盤になっている
– 優良顧客の選別・優遇に使える

• 信用スコアを信用できるか
– 提供企業は情報源や算出基準をブラックボックス化
– 多角化するプラットフォーム企業が各サービスから情報を集めてきて使う場合に
は透明性や説明責任が求められる

– それでも社会基盤になれば、SEO的「最適化」とのいたちごっこは不可避か
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利用者基点で考える情報銀行
• 利用者の存在は、パーソナルデータ流通エコシステムを構築するための
「手段」であるだけではなく「目的」でもある
– 企業と個人の間に立つ情報銀行は、データ利用事業者の代理人ではなく、
データを提供する個人のための代理人でありたい

• 利用者が「対価を支払ってでも使いたい／情報を預けたい」と感じるメ
リットを提供できるか（サービスデザイン）
– 例：マイナンバー届出
– 例：データポータビリティ下での高齢者等

• 利用者は個人情報の「悪用」を「恐れ」ている
– 心理的な問題でもある
– 技術的・法的対応だけではなく、信用や安心を与える姿勢が重要
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